















































































































































































を運営していた藤沢東畡（1794 ～ 1864）・藤沢南岳（1842 ～ 1920）の学風も、現在知ら





















































































































































































































































































































































































































学的概念構成1～6」（首都大学東京法学会、『法学会雑誌』48 ～ 51 号、2007 ～ 11）、同「本居
宣長の言語論と秩序像1～3」（東京都立大学法学会編『東京都立大学法学会雑誌』39 ～ 40 号、
1998 ～ 99）を参照のこと。
西周と儒学・国学
− 75 −
達するための「日本語」という問題はやはり大きな課題であった。西が宣長・春庭などの
「文法（統辞）論」に着目し、それらを読んでいたのもそこに理由があったと考えてよい
だろう。西が「国語を興すの道」を構想した時、「国学者」の議論とは別に、かつて読ん
だであろう徂徠の「譯文筌蹄題言十則」を思い出したかどうかは分からない。しかし、た
とえ想起しなかったとしても、西が徂徠が提出した問題圏のなかにいたことは確かであ
る。さらに言えば、徂徠が提起した「翻訳」に関わるもろもろの問題のひとつの結節点と
して――換言すると、徂徠に始まるこの問題の「近世」的な展開は、時枝が言うように内
在的に成熟することを待たず、外在的に収束させられたのだが、それを契機とする新たな
「近代」的な展開が始まりかけた出発点に――西周という人物が立っていたことも確かで
ある。本発表で取りあげた二つの作品はそのことをよく示していた。
キーワード　西周、徂徠学を志向するの文、復某氏書、論語徴、譯文筌蹄題言、音義言霊
学派、大国隆正、岡熊臣、五十音図、翻訳
 （SAWAIKeiichi）

